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に発表 し討論 しあい､また､研究に関連 した情報 を交換 しあうことを目的とし
て､毎月 1回編集 ･刊行 されます｡掲載内容は､研究論文､研究会 ･国際会議
などの報告､講義ノー ト､特別寄稿､研究に関連 した諸問題についての意見な
どです｡
2. 本誌に投稿 された論文については､原則 として審査は行ないません｡但 し､
編集委員会で本誌への掲載が不適当と判断された場合には､改訂を求めること
または掲載をお断 りすることがあ ります｡
3･ 本誌の論文 を欧文の論文中で引用される時には､BusseiKenkyu (Kyoto)63
(1994),1.のように引用 して下さい｡
原稿作成要領




ワープロ原稿 を歓迎 します｡原則 として写真製版でそのまま印刷 されますの














2)数式は大 きく明瞭に書 き､ 1行におさまらない場合の改行箇所 を赤で指
定 して下さい｡
3)数式､記号 の書 き方 は､Progress,Journalの投稿規定 に準 じ､立体
([)､イタリック (_)､ゴシック (…)､ギリシャ文字 (ギ)､花文字､
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4)図は写真製版で きるもの (こちらでは トレースはいた しません｡)を図
の説明 と共に論文末尾に揃え､図を入れるべ き位置を本文の欄外に赤で
指定 して下さい｡
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